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日本臨床検査医学会 

平成 21 年度 臨時社員総会だより 

日 時：平成 21 年 8 月 26 日（水）17：00～18：00 

場 所：札幌コンベンションセンター1F 

     第 1 会場(特別会議場) 

 
 開会に先立ち，名誉会員の福岡良男先生(享年 92

歳 : 2009/1/8)，石戸谷豊先生(享年 90 歳 : 1/24)，

評議員の深津俊明先生(享年 55 歳 : 5/12)の逝去を悼

み黙祷がなされ，宮澤幸久理事長より挨拶があった。 

定款により宮澤幸久理事長が議長となり，委任状が

107 通で出席者(約 90 名)と合わせ社員(評議員)数

(276 名)の 2 分の 1 以上(138 名以上)の出席を満た

しており，この会は成立することが告げられ，議事

が進行された。 

 
【報告事項】 
1．各種委員会報告(高木康 総務理事) 

 本年度の理事会での主な委員会報告がなされた。 

A．学術推進化委員会(矢冨 裕 委員長) 

・平成 21-22 年度学術推進プロジェクト研究課題募

集を行い，8 件の応募があり，委員会では，審査の

結果下記 6 件を採択課題と決定した。 

 
B．編集委員会(矢冨 裕 委員長) 

・2008 年度学術集会で 127 題の座長推薦論文があり

各演者に論文投稿の依頼をした。 

・学会賞授賞者への総説依頼をした。 

・2009 年度学会賞「優秀論文賞」候補者 2 名(2 題)

を学会賞委員会に推薦した。 

 
C．教育委員会(土屋達行 委員長) 

昨年，作成した臨床検査専門医卒後教育研修カリ

キュラムに沿った評価表の作成を行っている。 

 
D．臨床検査点数委員会(米山彰子 委員長) 

次期診療報酬改定に向けた評議員へアンケートを

行い，日本臨床検査専門医会との合同委員会で，提

案事項について検討して，平成 22 年度医療技術の

評価・再評価に係る提案書について，未収載 2 項目，

既収載の 8 項目，削除項目 9 項目を内保連に提出し

た。これは，報告事項 7．にある。 

E．学会賞委員会(矢冨裕 担当理事) 

平成 21 年度学会賞受賞候補者の選定を行った。

また，規定を検討して応募資格などを明確にした。 

 
F．標準化委員会(福武勝幸 担当理事) 

基準値の設定の検討を行っている。 

 
G．精度管理委員会(高木康 担当理事) 

CAP サーベイの事務局をシノテストから CGI に

全面移管を完了した。2009 年度 CAP サーベイの企

画を行った。IVD グローバルニュース(季刊誌)の監

修を行っている。 

 
H．倫理委員会(松野一彦 担当理事) 

「臨床検査を終了した検体の業務，教育，研究の

ための使用について」学会の見解の改訂について引

き続き検討を行っている。 

 
I．ガイドライン作成委員会(高橋伯夫 担当理事) 

臨床検査のガイドライン 2009/2010 を発行予定。 

 
J．検査項目コード委員会(玉井誠一 担当理事) 

JLAC10 コードの新規登録申請を随時，検討後，

登録を行い，ホームページに更新している。 

 
K．臨床検査室医療評価委員会(米山彰子 担当理事) 

評価指標計算プログラムのプロトタイプが完成し

たので，広く試用してもらうため，学会のホームペ

ージに掲載準備中である。 

 
L．遺伝子委員会(村田満 担当理事) 

関連団体と協力して「遺伝子関連検査に関する日

本版ベストプラクティス・ガイドライン」の検討を

行い，また，遺伝子関連検査の検体品質マニュアル，

ファーマコゲノミクス(PGx)検査運用指針(案)を作

成した。 

 
M．国際委員会(登 勉 担当理事) 

国際学会参加の若手への奨励金の検討を行ってい

る。 

 
N．会則改定アドホック委員会(高木康 担当理事) 

理事の任期について，定款・細則の改定の検討を
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行った。 

 
2．第 57 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(東京 2010/9/9～12)(宮澤幸久 会長) 

 宮澤幸久会長のもと 2010/9/9～12 に京王プラザホ

テルで開催される予定である。 

 宮澤幸久会長より一言御挨拶があった。  

 
3．第 58 回日本臨床検査医学会学術集会報告 

(岡山 2011/秋)(小出典男 会長) 

小出典男 会長のもと 2011/11/17～20 に岡山コン

ベンションセンターで開催される予定である。 

小出典男会長から一言御挨拶があった。  

 
4．基金増加の登記・一般社団法人の登記完了につ

いて(高木康 総務担当) 

基金増加の登記が H20 年 11 月 25 日に完了して，

基金として増資した分(10,035,588 円)と合わせて，

基金は 147,000,000 円となった。そして，一般社団

法人の登記は，12 月 1 日に変更，12 月 2 日登記に

完了したことが報告された。 

 
5．評議員(社員)選出，再認定の細則一部改定につ

いて(宮澤幸久 理事長) 

社員(評議員)選出の細則第 4 章第 9 条(2)の記述

が分かり難いため，判り易く改定した。 

また，社員(評議員)再認定の細則第 10 条 5 に取

得単位について学術集会への 2 回以上の参加を再認

定の条件としたことが報告された。 

 
6．学会賞に関する規定の一部改定について 

(宮澤幸久 理事長) 

学術賞の応募資格についての記述が分かり難かっ

たため，改定を行った。 

学術賞の学術賞，生命科学賞，優秀賞の重複受賞

は不可であるが，学術賞，生命科学賞，優秀賞を受

賞した者の Bergmeyer-Kawai 賞の応募，受賞は可と

したこと，奨励賞と優秀論文賞の受賞について，重

複受賞は可能であるが，同一年度内に授与はしない，

と規定したことが報告された。 

 

 

 

7．支部規約統一案(雛形)の作成について 

(宮澤幸久 理事長) 

一般社団法人への移行に伴い，一般社団法人日本

臨床検査医学会の組織としての支部規約もそれに合

わせて改訂をする必要性が生じため，会則改訂アド

ホック委員会で本学会定款に準拠した支部規約雛形

を作成した。この雛形を基に，各支部で現状にあわ

せて支部規約改定を行ってく予定であることが報告

された。 

 
8．平成 22 年度医療技術の評価・再評価に係る提案

書提出について(米山彰子 理事) 

内保連を通して厚生労働省に，次の項目について

の提案書を提出したことが報告された。 

未収載として，①IgG サブクラス，②血管内皮機

能検査。 

既収載として，①外来迅速検体検査加算(増点)，

②骨髄像(増点)，③生理検査に係る乳幼児加算，④

心電図，呼吸機能検査，超音波検査に係る夜間休日

加算，⑤微生物学的検査(増点)，⑥結核菌特異蛋白

刺激性遊離インターフェロンγ測定(増点)，⑦化学

的検査(Ⅰ)又は(Ⅱ)に係る多項目包括規定の見直し。 

削除項目(一部は基本診療料に含める)の提案とし

て，キシローゼ試験(D-キシロース吸収試験)，便ウ

ロビリノーゲン，尿ポルフィリン体定性，尿ビリル

ビン定量，尿ウロビリン定量，動的赤血球膜物性試

験(CPC)，尿中 17-OHCS，17-KS，全血凝固溶解時

間測定，血清全プラスミン測定。 

 
9．臨床検査専門医の受験資格について 

(高木 康 理事) 

日本専門医制評価・認定機構の専門医制度整備指

針に沿った基本領域の学会の専門医制度と認定され

たこと，基本的診療科の標榜科として正式に認めら

れたことにより，基本的診療科の専門医として他の

基本的診療科の専門医認定資格との整合性を取るた

め，会員歴，受験資格における他の基本領域学会の

専門医資格を有する者の報告書 20 編に関する過渡

的処置を廃止し，セミナーなどの参加での報告書提

出の免除は原則として行わないことが報告された。

次年度から，実施される。 
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10．臨床検査管理医の受験資格について 

(高木 康 理事) 

日本専門医評価・認定機構の基本領域の学会であ

るため，適切な受験資格について検討して，日本専

門医制評価・認定機構の加盟学会の専門医(認定医)

資格，あるいは日本医師会認定産業医資格を有する

こと，会員歴が 1 年以上あること，臨床検査関連実

務に 1 年以上経験があることと規定して，平成 22

年度受験より適用することが報告された。 

 
11．CAP サーベイ事務局移管，IVD グローバルニ

ュースについて(高木 康 理事) 

CAP サーベイ事務局を，CAP プログラムを施行

する日本での施設を増やし，また，項目数を増やす

ため CAP プログラムを仲介している CGI へ移行し

たこと，また，学会の精度管理委員会で監修された

「臨床検査室グローバルニュース」が季刊誌として

発刊され，会員に臨床病理誌と一緒に送付している

ことが報告された。 

 
12．第 25 回 WASPaLM 大会について(シドニー 

2009/3/13(金)～15(日))(高橋伯夫 理事) 

2009 年 3 月 13～15 日，第 25 回 WASPaLM 会議

が ， Royal College of Australasia の 年 次 集 会

Pathology Update 2009 と共催でオーストラリアのシ

ド ニ ー で 開 催 さ れ ， 日 本 か ら は 8 名 が 出 席 ，

International Speaker として 3 名，一般演題発表 1 名

であった。なお，第 26 回 WASPaLM 大会は 2011 年

秋にアメリカで開催予定であることが報告された。 

 
13．第 10 回 ASCPaLM 開催について(モンゴル 

2009/9/9(水)～10(木))(高橋伯夫 理事) 

2009 年 9 月 9～10 日，モンゴル ウランバートル

で Prof. N. Munkhtuvshin 会長のもと開催予定であ

ることが報告された。 

 
14．その他 

特になし。 

 

 

 

 

 

【審議事項】 
1．平成 22 年度会計予算案について(平成 21 年度中

間決算報告を含む)(玉井誠一 理事) 

平成 20 年度実績，21 年度中間収支実績が報告さ

れ，これを基に平成 22 年度予算案が提示され，承

認された。なお，平成 20 年度収支決算報告は，

3/29(日)に開催された定時社員総会で承認されてお

り，臨床病理 5 月号に掲載していること，また，官

報には 8/31 に掲載される予定であることが報告され

た。(後頁に掲載) 

 
2．平成 21 年度事業報告について(高木 康 理事) 

平成 21 年度事業報告が提示され，承認された。

(後頁に掲載) 

 
3．平成 22 年度事業計画(案)について 

(高木 康 理事) 

平成 22 年度事業計画(案)が提示され，承認され

た。(後頁に掲載) 

 
4．退任理事，監事について(宮澤幸久 理事長) 

平成 21 年 12 月 31 日をもって任期満了の選挙理

事 4 名，熊谷俊一先生，福武勝幸先生，松野一彦先

生，石和久先生，また，支部理事の登勉先生，三家

登喜夫先生は退任になること，ただし，登先生は，

選挙理事でもあり，あと 2 年任期が残っているため

理事として残ることになること，また，監事の戸谷

誠之先生が任期満了のため退任となることが報告さ

れた。 

 
5．平成 22・23・24・25 年度選挙選出理事・監事

について(宮澤幸久 理事長) 

平成 22 年度からの理事・監事選出のため，本年 7

月 1 日(水)選挙文書を発送，7 月 18 日(土)消印有効

で投票締切をして，7 月 23 日(木)に開票した結果，

理事は村上正巳先生，〆谷直人先生，前川真人先生，

宮地勇人先生が，監事は一山智先生が選出されたこ

とが報告され，選挙選出された理事 4 名，監事 1 名

は承認された。 

なお，選挙結果は 8 月 10 日にホームページに，

また，「臨床病理」8 月号に掲載したことが報告さ

れた。 
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6．平成 22 年度から交代される支部理事について

(宮澤幸久 理事長) 

平成 22 年 1 月 1 日から，東海・北陸支部の支部

理事が，登勉先生から北島勲先生に，また，近畿支

部の支部理事が三家登喜夫先生から岡部英俊先生に 

交代となることが報告され，承認された。 

なお，細則により，任期はまず 1 期の 2 年(22/1/1

～23/12/31)となる。 

 
7．定款，細則改定案(選挙理事・支部理事・指名理

事の任期)について(高木 康 理事) 

監事より理事の任期に関して，現定款では 10 年

以上の長期に渡り理事に就任する事が可能であるこ

とが指摘され，法人として好ましくないとの意見で

あった。この点に関しての定款，細則の改定の検討

を会則改訂アドホック委員会で行い，選挙理事，指

名理事，支部理事それぞれを相互に重任することは

可能にして，連続して 8 年を越えないこと，および

指名理事の任期は理事長の任期を越えない範囲で理事

長が決定できるとしたことが報告され，承認された。 

 
8．平成 22 年度新名誉会員・功労会員の推薦につい

て(宮澤幸久 理事長) 

理事会で推薦された五味邦英先生が名誉会員とし

て承認された。 

そして，各支部から推薦され理事会で承認された

下記 11 名が功労会員として提示され承認された。 

川村武先生(東北支部)，家入蒼生夫先生・杉田収先

生・戸谷誠之先生・松田重三先生・渡辺伸一郎先生

(関東・甲信越支部)，高橋隆幸先生(近畿支部)，影

岡武士先生・田港朝彦先生・深田靖彦先生(中国・

四国支部)，丸山征郎先生(九州支部) 

 
9．平成 22 年度新評議員の推薦について 

(宮澤幸久 理事長) 

各支部から推薦され理事会で承認された下記 9 名

が評議員として提示され承認された。 

杉本一博先生(東北支部)，浅井さとみ先生・木村孝

穂先生(関東・甲信越支部)，石井潤一先生(東海・

北陸支部)，飯沼由嗣先生・正木浩哉先生(近畿支

部)，大林光念先生・栢森裕三先生・鷹野壽代先生

(九州支部) 

 

10．第 59 回(平成 24 年度 ; 2012 年)学術集会長の

推薦について(宮澤幸久 理事長) 

支部の順番だと九州支部であったが，現時点での

推薦はできないとのことであるため，近畿支部から

推薦のあった一山智先生が承認された。一山智先生

から一言御挨拶があった。 

 
11．その他(高木 康 理事) 

平成 22 年度の理事会，定時社員総会日程につい

て 

第 1 回理事会は平成 22 年 3 月 29 日(土)正午より，

また平成 21 年度に関る定時社員総会を同日 15 : 00

～16 : 00 に開催予定であることが報告された。 

 
閉会の挨拶 (高橋伯夫 副理事長) 

 高橋伯夫副理事長から閉会の挨拶があり，臨時社

員総会は閉会となった。 

 

日本臨床検査医学会 

平成 21 年度 総会だより 

日 時：平成 21 年 8 月 27 日（木）14：00～15：00 

場 所：札幌コンベンションセンター1F 

     第 2 会場(大ホール A) 

出席数：約 150 名 

 
開会に先立ち，名誉会員の福岡良男先生(享年 92

歳 : 2009/1/8)，石戸谷豊先生(享年 90 歳 : 1/24)，

評議員の深津俊明先生(享年 55 歳 : 5/12)の逝去を悼

み黙祷がなされた。 

その後，宮澤幸久理事長より挨拶があり，学術集

会長の松野一彦会長が議長となり議事を進行した。 

 
臨時社員総会と同様の報告がなされた。 

その後，表彰式(名誉会員および功労会員顕彰，

臨床検査専門医認定証授与)があった。 

なお，学会賞受賞式は，総会終了後の学術賞受賞

講演の冒頭に行った。 

最後に高橋伯夫副理事長より挨拶があり総会は閉

会された。 
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